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総合評価

川西市斎場　指定管理運営モニタリング一覧
令和6年4月1日 令和7年3月31日 施設担当課：美化衛生部 衛生管理課

評価結果

指定管理者自己評価 施設所管評価（１次評価） 外部評価者(２次評価)

評価 取組み内容 評価 担当課所見 専門的知識者所見

場内の清掃及び服装のクリーニングは定期的に実施し、常に清潔に保たれて
いるか。
屋外:駐車場・植栽・エントランス前等
屋内:エントランスホール・告別室と式場・炉前
ホール・待合室・トイレ・事務室、応接室等

Ｂ Ｂ

保守点検等は、協定書・仕様書に基づき適切に実施しているか。 Ｂ Ｂ

備品等は、台帳を整備し適切に管理しているか。 Ａ Ａ

修繕業務は、市と適宜協議しながら適切に実施しているか。 Ｂ Ｂ

環境に配慮した施設運営に取り組んでいるか。 Ｂ Ｂ

斎場長等、必要な職員の配置をおこなっているか。 Ｂ Ｂ

職員研修は、計画どおり実施しているか。 Ａ Ａ

防火管理者等、管理にあたって必要な資格を持った職員を適正に配置してい
るか。 Ａ Ａ

緊急時の連絡体制は整っているか。 Ａ Ａ

避難訓練を実施しているか。 Ｂ Ｂ

防犯対策は適切に行っているか。 Ｂ Ｂ

事故防止の体制は整っているか。 Ｂ Ｂ

サービス向上へ向けた取り組みを行っているか。 Ａ Ａ

利用者の意見を施設運営に反映する仕組を確立しているか。 Ｂ Ｂ

苦情・トラブルに対し、適切・迅速に対応しているか。 Ｂ Ｂ

特定利用者を優遇したり、理由もなく利用を制限している事例はないか。 Ｂ Ｂ

葬祭業者との連携、情報共有はなされているか。 Ａ Ａ

指定管理者として実施すべき事業は、計画どおり実施しているか。 Ｂ Ｂ

施設の設置目的を達成するための効果的な事業展開がなされているか。 Ｂ Ｂ

各種申請書類等は、適切に取り扱っているか。 Ｃ Ｃ

利用者情報などの電子データの取扱は、適切に行っているか。 Ｂ Ｂ

収支計画に基づき、適正に運営しているか。 Ｂ Ｂ

経理処理は、適切に行っているか。 Ａ Ａ

担　当　課

総合評価（※）

A
　※上記「総合評価」欄の記号の意味　　「ＡＡ」＝非常に良好である又は非常に成果があった。　「Ａ」＝良好である又は成果があった。　　「Ｂ」＝取組状況の水準が普通である。　　「Ｃ」＝改善すべき点が見受けられ、改善を要する。

評価項目

          (具体的内容）
右欄の評価結果の「評価」欄
「A」協定書・仕様書等の水準を上回っている。
「B」協定書・仕様書等の水準を満たしている。
「C」協定書・仕様書等の水準を満たしておらず、改善要。　

維持管理
業務の

実施状況

1.場内の日常清掃と定期清掃は仕様書に基づいて適切に実施できた。またJVの担当者に
よるチェックを適切に実施し、清掃レベルの維持に努めている。

2.協定書・仕様書に基づき、法定点検を含めて適切に実施した。

3.備品台帳により管理を徹底している。また消耗品も現場とJVとの在庫管理を共有でき
ている。

4.設備に異常があった際、市に報告して適切に対応することができた。

5.省エネ、紙類の裏面有効利用など、環境負荷を低減する意識で施設運営に取り組むこ
とができた。

1.日常清掃は職員が毎日行うとともに、週１回の委託業者による定期清掃が適切に実施さ
れており、施設は清潔に保たれている。また、仕様書に基づき斎場進入路の樹木を伐採し
安全の確保に努めた。

2.仕様書通り適切に実施されており、報告書も提出されている。

3.市が貸与している備品については、備品一覧と照合のうえ、適切に管理されている。紛
失・廃棄等した場合は、速やかに市に報告してほしい、なお、消耗品等の準備については
これまでの予測をもとに過不足なく対応しており、JVとの共有管理ができていることは評
価できる。

4.修繕後の報告は、月次に行っていただきたい。

5.引き続き、省エネ、節水等に対し、取り組んでほしい。

・修繕業務等につき、市への報告は決められた時期に必ず行って頂きたい。
・仕様書通りに実施され清潔が保たれており安心できる。葬儀の場は、遺族にとって心を
ととのえる大切な空間でもある。今後も「遺族が安心して悲しみを表現できる環境づく
り」を意識した取り組みを継続されたい。
・省エネや資源の有効活用への取り組みは意義深く、自然やいのちへの感謝を新たにする
場にふさわしい姿勢として高く評価できる。今後も持続的な推進を期待する。
・場内の清掃、庭園・植栽管理、保守点検、備品管理に関しては、それぞれ協定書・仕様
書に従い、適正に実施されていたと評価できる。消耗品等についても、JVと共同管理がで
きており、適切に対応できている。修繕業務は市と適宜協議しながら行うことになってお
り、修繕後の市への報告は月ごとに行うことが望まれる。節電・節水、紙類の再利用な
ど、環境に配慮した施設運営が継続的に行われているといえる。

職員配置
などの

実施体制

6.受付及び火葬職員を適切に確保し、加えて「斎場長代理」を配置してバックアップ体
制を構築した。

7.普通救命講習は全員受講済で、AED取扱い研修、各種社内研修など定期的に研修を実施
できた。

8.斎場管理にあたっては、業務に必要な資格を持った職員を複数名確保できている状態
である。

6.斎場長の休日に代理者を置き、火葬が滞ることのないよう配慮した（提案どおり）。

7.計画的に研修を行っている。また、新たにICTを活用するための職員研修をおこなっ
た。

8.現在、危険物５名、防火管理者５名の有資格者がおり、配置基準以上の有資格者の配置
がおこなわれていることは評価に値する。

・適正に行われている。
・代理者の存在は、遺族に不安を与えない運営のために重要であり、今後も継続していた
だきたい。
・救命講習やAED研修を含め、計画的に研修を実施している点は高く評価できる。今後も
「遺族が不安なく儀式に臨める体制づくり」を意識して取り組まれることを期待する。
・火葬職員や受付等の職員配置に関しては、業務に支障が生じないように、斎場長の代理
者の配置も含め、適正に確保されていたといえる。普通救命講習やAED使用研修などの従来
の職員研修に加え、ICT研修も新たに行われており、その点は評価できる。防火管理者を含
め、管理にあたって必要な有資格者が配置基準以上に確保されており、良好であるといえ
る。

防犯・防災
対策への
取組状況

9.異常発見者から遅滞なく市も含め、JV内と各種業者も含めた緊急連絡網を作成してい
る。

10.計画に伴って、避難訓練を2回実施した。

11.入金機により、金銭管理の徹底を実施している。機械警備で無人時の防犯対策も実施
できている。

12.ご利用者が側溝に足を取られて転倒されたので、すぐに溝蓋を設置し再発防止を実施
した。

9.緊急連絡体制表を作成し、市と共有されている。緊急時には社内上層部まで情報を共有
する仕組みができている。

10.避難訓練が予定どおりおこなわれた。

11.入金機は、警備会社と連携されており防犯対策がとられている。

12.事故防止のために場内の点検を実施している。

・適正に行われている。
・避難訓練を計画的に実施している点は評価できる。避難訓練は「いのちを守る姿勢」を
可視化する機会であり、今後も参加者の意識向上につなげてほしい。
・利用者の転倒事故に即時対応し、再発防止を図った点は適切であるが、さらなる「未然
防止の工夫」が求められる。
・適正な緊急連絡体制表を作成し、市側とも共有できており、緊急時の連絡体制は整って
いるといえる。避難訓練は計画通りに実施されている。防犯対策については、警備会社と
連携した入金機による金銭管理や、無人時間帯の機械警備など適切に行われている。事故
防止の対策として、事故事例を踏まえて、側溝の溝蓋を設置しており、その点は評価した
い。

サービス
向上への
取組状況等

13.火葬の工程を見直し、繁忙期では１日あたりの受入れ件数を現在より２件増やす提案
をした。

14.斎場内にご利用者へのアンケート箱を設置しており、1件のご感想をいただいた。

15.連絡体制が整備されているため、スピード感を持って対応できている。

16.優遇制限をおこなった事例はない。職員も接遇研修を受けているので充分に理解でき
ている。

17.業者連絡会を年1回実施し、葬祭業者との意見交換を行い連携を図れた。

13.指定管理料の範囲内で、効率的な施設運用案として１日あたりの火葬件数について増
加の提案を受けた。新たに遺族への説明チラシの配布をおこなった。

14.提案されている二次元コードによる受付を検討中であり実現には至っていない。

15.トラブル発生時は、迅速に対応し報告がされている。

16.特定の利用者への優遇はない。引き続き適切に対応してほしい。

17.新たに遺族への残骨灰説明チラシを葬祭業者と連携し配布した。

・指定管理者のノウハウを活かしたサービス向上策がなされており、有効性の観点からも
良好である。
・アンケート設置により意見収集の仕組みは整っているが、活用は限定的である。今後は
意見を広く拾い上げ、運営改善に活かす姿勢が望まれる。
・今後も「すべての利用者に平等であること」を丁寧に示し続けることが重要である。
・サービス向上の施策として、火葬の工程を見直すことで、火葬受入件数の増加の提案を
行った点は高く評価したい。利用者の意見を施設運営に反映する仕組みは機能していると
はいえず、二次元コードによる受付など早急に改善を求めたい。トラブル発生時の対応は
迅速かつ丁寧に行われており、市側への報告も適正である。特定利用者の優遇や利用制限
の事例は特に確認されていない。遺族への遺骨灰に関する説明のためのチラシの配布は、
有用な試みであるといえる。

事業等の実
施状況

18.事業は計画的に実施できた。

19.ご利用者の斎場利用に関し、受付けから火葬及び各種証明書発行までを遅滞なく進め
ることができた。

18.事業計画は、計画どおりに実施されている。研修や訓練に係る当初計画も報告してい
ただきたい。

19.当初の計画どおり、概ね良好に事業展開されている。

・良好である。
・引き続き利用者目線での改善を重ねることを期待する。
・指定管理者として実施すべき事業に関して、当初の計画通り、概ね実施されている。研
修や訓練に係る当初計画の報告も求めたい。施設の設置目的を達成するために、当初の計
画通り、概ね良好に事業展開がなされている。

個人情報
保護・情報
公開への
取組み

20.各種申請書等の書面について、ファイリングの上で事務所内の決められた場所で管理
している。また無人の時間帯は機械警備と施錠された部屋で保管しており、紛失等の問
題は無いと判断するが、今年度においては1件の領収証書押印漏れがあり、ご利用者様か
らクレームを発生させてしまった。

21.情報セキュリティ対策の上で、個人情報を的確に取り扱うことが出来ている。

20.書類等のトラブルはなく適切に取り扱われている。今年度においては、１件の領収証
押印漏れがあり、大きなクレームがあった。その直後から２重のチェックをおこない執行
体制を見直した。

21.メール等電子データの取り扱い時はパスワードを設定し、適切に取り扱われている。

・前回も書類取り違えのミスがあった。斎場では紙媒体の書類が使われており、これらの
記載等の間違いがあると、利用者の後の申請等の手続きが２度手間、３度手間になる為、
慎重に行って頂きたい。
・領収証の押印漏れによりクレームが発生した点は看過できない。二重チェック体制の導
入は評価できるが、小さな不備が大きな不信につながるため、今後は再発防止を徹底され
たい。
・各種申請書類等の取り扱い領収証書押印漏れの事案が発生しており、再発防止施策の徹
底が求められる。個人情報保護については、電子メールのファイルなどの電子データに関
しては、パスワードの設定等、適切に取り扱われている。業務上知り得た情報の第三者へ
の口外やSNS等での発信の禁止、裁断したうえでの書類の廃棄などの取り組みも、引き続き
徹底されることを望みたい。

収支の状況

22.火葬件数の増加や燃料費の高騰により影響を受けたが、収支計画内で運営できた。

23.公金取扱い認識の下、内部監査体制を万全にした状態で経理処理は適切に行ってい
る。

22.常時、収支見込みのチェック等を行い、引き続き市と連携を図ってほしい。

23.公金を取り扱っているという認識の下、適切な処理に努めている。

・収支が赤字になっているが、どの費用項目・科目でそうなっているのかが分かりづら
い。詳細な報告が難しいという企業の事情もあるのであろうが、効率性の観点からもしっ
かりと分析をして次年度以降の実施、取り組みをして頂きたい。
・火葬件数や燃料費の変動があったものの、計画内で収支を管理できた点は妥当である。
今後も市との連携を保ちつつ、今後も持続可能な運営を心がけていただきたい。
・火葬件数の増加や燃料費高騰の影響を受けつつも、収支計画に基づき概ね適正に運営で
きており、公金を取り扱っているという認識のもと、経理処理も適切に行われているとい
える。収支見込みに関しては、引き続き市側と緊密な連携を図ることを求めたい。

市からの
指摘事項等

協定書および仕様書の内容を遵守した業務実績であると評価する。省エネや資源の有効活用へ取組み、配置基準以上の有資格者の配置など適切に業務が継続できる体制の整備をおこなった。また、指定管理料の範囲内で火葬件数を増加させる提案をおこない(7年度に実施)、葬祭事業者との連携により遺族への残骨灰説明チラシの
配布をおこなうなど、遺族への配慮を考えた対応は評価できる。
一方で、今後の継続的な市民サービスの向上の観点から以下のとおり改善を求める。
　○事故防止の観点から「未然の防止」を目的にして、さらに危険箇所等の洗い出しや点検をおこなっていただきたい。
　○利用者サービス向上へ利用者意見を取り入れるために、2次元コードを利用したアンケートの受付の早期実施を求める。
　○利用者に対して交付する書類の不備について再発防止の徹底を求める。
　○収支改善に向けて効率性などを分析し来年度以降取組んでいただきたい。
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